
 

 

 

 

 

 

 

 

 学校の雰囲気や生徒の状況は、食事（給食）の様子を見ればわかると昔からよく言われます。給食が始まって

一か月、どの学年、学級においてもしっかりと規律が守られた中で、和やかに日々の給食の時間を過ごすことが

できている生徒たちに、私は感動すら覚えます。新入生の部活動への参加も始まるなど、おかげさまで新年度の

教育活動は順調なスタートが切れています。 

 さて、「守・破・離」という言葉があります。「守・破・離」とは、物事を習得する上での段階を三つに分けた

言葉で、武道や茶道などにおいてよく使われる言葉です。「守」は師の教えを忠実に守り、基本や形を身に付ける

段階、「破」は身に付けた基本や形をもとに自分なりに改善・改良を加える段階、「離」は基本や形を離れ、独創

性と独自の道を確立させる最終段階とされます。 

 中学校生活にあてはめれば、「守」（１学年）：中学校の基本的生活習慣（時を守り・場を清め・礼を尽くす）を

身に付け、学習の基礎・基本を習得する段階、「破」（２学年）：昨年度学んだ学習法や行事等への取組を、互いの

切磋琢磨を通じてブラッシュアップさせる段階、「離」（３学年）：これまでの取組から自分（たち）なりのやり方

を確立させ、学校全体を引っ張るとともに、自己の進路選択・進路決定を行って巣立ちゆく段階、と捉えること

ができます。中学校の三年間を見通した長期的な視野に立ち、それぞれの学年の段階・テーマに向かって自己の

成長が実感できる一年となることを願っています。 

 

 

本年度の本校のグランドデザイン（全体構想）を掲載いたします。「気遣いと貢献のできる生徒」の育成を目指

し、教職員一丸となって「生徒の知性、感性、品性を磨く学校づくり」を推進してまいります。重点は①生徒も

教職員も共感的な人間関係を築いて「居心地のよい学校」を創ること、②生徒を勇気付け、生徒の心に火を灯す

教育活動を展開すること、の２つです。ご家庭でも本校の目指す生徒像を念頭においていただき、同じベクトル

でお子様の指導、支援にあたっていただければと思います。ご理解・ご協力の程よろしくお願いいたします。 
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新入生、生徒会の会員になりました 
４月１０日、体育館で新入生オリエンテーションが

開催され、生徒会本部役員や各専門委員長、各部の部

員たちがそれぞれの活動の紹介を行いました。先輩方

のプレゼンを見つめる新入生 

の真剣な眼差しが印象的でし 

た。プレゼンする上級生たち 

が手元の原稿をほとんど見ず、 

自分の言葉で語る姿に成長が 

 

感じられました。上級

生たちの熱い気持ちは、 

きっと新入生の胸に届

いたことでしょう。 

 

「共助」への“第一歩” 
年度当初の避難訓練が実施されました。今回は校内

での火災を想定した訓練でしたが、雷注意報が発令さ

れていたことから急遽体育館への避難という形をとり

ました。しかし、さすが入間野中生！急な計画変更に

も柔軟かつ臨機応変に対応ができるところがすばらし

いですね。整然と落ち着いた避難ができました。 

災害への備えは、「自助」「共助」「公助」の３つに

分けて考えられますが、今回のテーマは「共助」。 

災害発生時に、地域やご近所といった周囲の人たち

で協力して助け合うことを視野に、地区ごとに集まる 

訓練を行いました。 

初めての試みでは 

ありましたが、ス 

ムーズに地区単位 

での整列ができ、 

地区ごとの顔合わ 

せを行いました。 

 

かけがえのない命を守るために 
新学期を目前に控えた４月７日、日本救急救命士協

会から講師をお招きし、教職員皆で救急救命の講習を

受講しました。心肺蘇生のための胸骨圧迫やＡＥＤの

使用法、万一の場合の教職員の連携などについて学ん

だほか、エピペンの使用法や喉に食物が詰まったとき

の対処法等についてもご講義いただきました。 

実技、演習 

に臨む教職員 

の眼差しは真 

剣そのもの。 

皆で危機管理 

意識の高揚を 

を図ることが 

できました。 

 

 


